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接し，目の前のことを共に体験する。またフリースペースには複数人のこどもたちがいる
ため，そこでの体験を治療者は見守り，時に介入する。ここで彼らは，主体的に遊びや活
動を選択し，自らの体験を言葉にしていく機会をもつ。
　多数の対象の中で育つということは，子どもの側に対象を選択できる状況となる。自分
から自分の状況に合った相手に近づくことができる。合わなければ避けることもできる。
そこにいろいろな価値観をもつ人がいれば，自分なりに判断することもでき，判断する能
力も育つ可能性が高い。群れる社会では母子が密着構造になりにくい。この主体的に自分
の生き方や他者との関係性を選べるという「群れ体験」で，人の主体性・自己選択性が育
成される（鍋田，2007）。
　これら「side-by-sideの関係」と「群れ体験」という視点やアプローチ方法は，引きこ
もりの子どもたちを抱えるフリースペースのみならず，小学校や中学校，高校という学校
現場においても，有効な手段となりうるだろう。しかし，本ケースのように1対1の心理
面接の場面においては，ひとつの遊びや活動を横並びの関係性で実際に共に体験し，「群
れ体験」をリアルタイムで過ごすことは設定上難しい。ただし，私はこの「横並びの関係
性」や「群れ体験」を1対1の面接場面にも工夫して取り入れることができるのではない
かと考える。
　私は本ケースから始まり，その後の臨床で数々の引きこもりケースと出会ってきた。彼
らは具体的な体験を語ることはできる。たとえ短くともできる。彼らには少なくとも主体
的に動こうとした体験がある。彼らがその具体的な体験を語る時，私は向かい合って話を
聴くことはせず，例えば90度対面法であればセラピストとクライエントの視点が交差す
るあたりに彼らの体験を置くイメージで彼らの体験を聴き，二人でその体験を眺める。イ
メージすることが難しそうなクライエントには，その空間を身振りで伝えることもある。
彼らの語る具体的で表層的な体験をすこしずつ共有しながら，なぜ彼らがそのような行動
をとったのか，なぜそのように彼らが考えるようになったのか，それが彼らの人生でどう
いう意味を持っているのか，はじめは「わからない」「ただなんとなく」と答えるだろう
問いに対し，＜例えば，○○という考えもあるし，○○と考える人もいるし，○○もある
…＞と幾人かのモデルを提示する。すると彼らは，「あぁ。私は○○と思っている。それ
が近い」と選択する。そして私は＜なるほどそうか。あなたは〇〇が〇〇になったのは，
○○が〇〇で，それについて○○と思っていたからなのですね＞などと言葉を紡ぎ，物語
にすることを手伝う。この積み重ねにより，彼らは自分とはどういう人間なのか，自分は
どう生きていきたいのかを物語るようになっていく。長い時間を要することもあるのだが，
こうしたサポーティブな工夫が彼らには必要なのだろうと私は考える。
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